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★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る
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現
在
、
「
福
祉
改
革
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
と
し

て
障
害
者
自
立
支
援
法
が
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

果
た
し
て
こ
の
改
革
は
重
い
障
害
が
あ
る
方
が
「
普
通
」

に
暮
ら
す
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
の
も
の
と
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
２
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
た
支
援
費
制
度
が
財
政
的

に
い
き
づ
ま
る
中
で
、
見
直
し
が
な
さ
れ
る
の
は
必
然
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
国
際
障
害
者
年
を
期
に
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
理
念
を
掲
げ
、
徐
々
に
で
は
あ
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
指
し

て
き
た
こ
と
が
、
今
回
の
改
革
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
利
用
者
の
負
担
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
み
る
と
、
今
ま

で
と
は
違
う
大
き
な
転
換
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
れ
は
、
利
用
者
の
負
担
を
「
応
益
負
担
」
と
す
る

考
え
方
で
す
。
「
普
通
」
の
生
活
を
目
指
し
て
い
る
人
に

と
っ
て
、
身
体
介
護
や
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
い

う
こ
と
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
重
い
障
害
が
あ
れ

ば
そ
の
分
だ
け
多
く
の
支
援
が
必
要
に
な
る
の
は
当
然
で

す
。
そ
れ
が
「
応
益
」
と
い
う
こ
と
で
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
れ
ば
そ
の
分
の
自
己
負
担
が
大
き
く
な
る
と
い

う
考
え
方
は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
理
念
と

は
か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
収

入
の
認
定
も
同
居
家
族
す
べ
て
の
収
入
を
対
象
と
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
年
金
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
る
家
庭
等
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
と
な
り
、
結
果
と
し
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
低
所
得
の
家
庭
に
対
し
て
上
限
額
を
設
定
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
特
に
重
い
障
害
が
あ
る
方
は
医

療
的
な
ケ
ア
や
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
こ
と
も
多
く
、
様
々

な
場
面
で
出
費
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
自
己
負
担
が
あ
る
こ
と
に
問
題
を
感
じ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
「
応
益
」
と
い
う
考
え
方
や
利
用
者
本

人
以
外
の
人
の
収
入
認
定
と
い
う
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

財
政
が
苦
し
い
と
い
う
こ
と
で
の
改
革
が
「
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
今
後
の
基
本
と
な
る
施
策
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
大
き
な
不
安
を
感
じ
ま
す
。
厚
生

労
働
省
が
示
す
資
料
の
中
に
「
障
害
の
あ
る
人
が
普
通
に

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
さ
に
、
そ
の
こ
と
が
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

理
念
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
自
己
負
担
に
つ
い
て
の
再

認
識
や
重
症
心
身
障
害
児
者
が
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
の
出

来
る
メ
ニ
ュ
ー
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
単
に
、
介

護
保
険
と
の
す
り
あ
わ
せ
に
過
ぎ
な
い
よ
う
な
印
象
を
持

つ
の
は
、
今
ま
で
取
り
残
さ
れ
て
き
た
重
症
心
身
障
害
児

者
の
福
祉
に
関
わ
っ
て
き
た
者
の
ひ
が
み
な
の
で
し
ょ
う

か
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
厚
生
労
働
省
が
示
す
改
革
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
今
年
の
秋
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
問

答
無
用
と
い
う
気
さ
え
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
需
要
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
が
乏
し

い
中
で
の
「
選
べ
る
」
と
い
う
う
た
い
文
句
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
、
今
回
示
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
導

入
に
つ
い
て
も
必
要
以
上
に
不
安
を
大
き
な
も
の
に
し
て

い
ま
す
。

は
た
し
て
、
今
後
一
層
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な

る
市
町
村
が
、
障
害
が
あ
る
方
の
実
情
に
あ
っ
た
施
策
を

実
施
し
て
い
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
地
域
的
格
差
が
よ
り

大
き
く
な
る
こ
と
も
含
め
て
大
き
な
不
安
を
覚
え
ま
す
。

重
い
障
害
が
あ
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
日
が
い
つ
か
来
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
（
三
田
）

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
も
う
要
ら
な
い
！
？
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管
栄
養
胃
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腸
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気
管
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開
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酸
素
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人
工
呼
吸
器

床
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治
療
導
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口
腔
吸
引
吸
入

腹
膜
還
流

常
時
薬
を
服
用
浣
腸

人数

吸引回数

頻回

時々ある

ない

頻回

時々ある

ない

てんかん発作の有無

有り

無し 有り

無し

てんかん発作の回数

頻回

時々ある

まれにある

頻回

時々ある

まれにある

抗てんかん薬服用

有り

無し

有り

無し

本人睡眠

良眠

昼夜逆転

こま切れ睡

眠

慢性的不眠

慢性的過眠

良眠

昼夜逆転

こま切れ睡眠

慢性的不眠

慢性的過眠

睡眠主な介護者

良眠

昼夜逆転
こま切れ睡
眠

慢性的不眠

良眠

昼夜逆転

こま切れ睡眠

慢性的不眠
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重症心身障害児者「支援費利用実態調査」報告
＜はじめに＞

障害者の地域生活支援策である支援費制度を「重症心身障害児者は有効活用出来ているのだろうか？」

「使いたくても使えない実態はないのだろうか？」そんな思いから、重い障害を持つ方の声を聞くために
この調査に取り組みました。

＜調査対象＞

当会の機関紙をお読みいただいている行政、施設関係、個人にアンケートを送らせていただきました。
関係されている重症心身障害児者の実態をお答えいただけたらと、対象者を定めずに依頼致しました点を深

くお詫び致します。
それでも趣旨を汲み取って頂き、１３９名の重い障害のある方の回答をいただきました。又、入所施設か

らも別途に４０名の回答をいただきました。ご協力有難うございました。

＜回答者の障害の状況＞

―２―

睡眠(本人)
睡眠(主な介護者)

療育手帳

てんかん発作の有無

頻回

ない

頻回

時々ある
ない

時々ある

てんかん発作の回数 抗てんかん薬服用

無し

有り

有り
無し

時々ある

まれにある
頻回

頻回
時々ある

まれにある

無し

有り

有り

無し

原疾病名



平成17年3月23日発行 （毎月６回１の日、５の日発行） ＯＴＫ増刊通巻第3281号 昭和51年９月７日 第３種郵便物認可

＜介護において気をつけること＞

・体温調整（冬は特に）体が硬くなるので体をさすったり、ストレッチをおこなう

・気管切開部にカニューレを入れているので首をそりかえらさせないようにする。

・無痛無汗症なので、体温調節をしてあげないといけません。怪我を防ぐため目が離せない。

・頭を前屈させなければいけない。咀嚼を殆どせず鵜呑みなのでむせやすい。

・鼻腔経管栄養（鼻チューブ）がない分口から水分を摂取しないといけないため水分不足になりやすい。
コップやストローが使えないのでスプーンで一口一口飲ませる。時間もかかり量もどうしても不足しが
ちになる。それでも鼻チューブよりリスクが少ないと思ってがんばっている。

・感情の起伏が激しく日によりかなり違っている。食事の時あせって怒りながら食べる時は喉をつめない
ように食べさせないといけない。

・歯ぎしりが最近ましになる（ひどくなると歯の摩耗が激しい）。発作が頻発、ダイアップ(薬)を使うタ
イミングが大変である。デイサービスで過ごすには介護者のスキルアップが大切。

・食事中、時たま誤嚥によって食事が出来なくなることがある。誤嚥の時は口の中の食べ物を取り除き、
父親が両手を子供のおなかに当てて強く３～５回ぐらい押さえる。

・緊張が強く腹圧がかかって嘔吐することがよくある。閉塞性呼吸、陥没呼吸になることがよくある。

・発作では、息を止める発作もあり、あまり私が深く睡眠してしまうと気付かないので度々夜中も起きます。
四肢の血行が悪く夏でも長ズボンなど気を付けます。自分で体位変換できないので体位を何度も変えます。

・誤嚥、床ずれ、水分補給に気をつける

・痰が単独で切りにくい。慢性の便秘。

・体温調節、水分頻回補給。

・てんかん発作による怪我や発作による意識障害を防ぐために、移動時の常時ケアや意識混濁時のケアが
必要。

・食事の際の誤嚥がないように食材、調理法や姿勢に注意する。起きている時も眠った時も体位変換する。
体温調整が苦手なので衣服の調整をこまめにする。

・感染による発熱、４０度近くの高熱になるので熱性ケイレン、チアノーゼ、呼吸困難の状態など

・見落とすぐらい小さな発作が多くそれが続くと大きな発作を引き起こしてしまうので日々の日常生活の
中で常に顔色、欠伸発作の回数、興奮、目の下のクマ、食事が摂れないほどの舌のマヒがあるかどうか
観察が必要である。睡眠不足と外出時間が長くなると疲れる。昼寝をしていて疲れをとるといったこと
を気を付けなければならない。

・進行性の病気なので毎年新しい症状が現れ対処していくのが大変。冬は風邪も引きやすく痰をつめやす
いので気をつけなければいけませんし嚥下も心配です。

・意思表示ができないので、表情や目の動きなど日々よく見ないといけない（ケイレンもいつ起こるかわ
からない）

・本人の意志の伝達が上手くないので介護者が沢山の言葉を使って会話をして欲しい。食事の誤嚥。

・常に口が開き自分で閉じられないことが多く、チアノーゼになりしんどい（本人も介護者も）。
口を閉じてやるには相当の力がいる。

・首がすわっていないし泣いたりものを言ったり出来ないので、身体の異常に気を配らないといけない。

・常に見守りが必要、吸引頻回のため２４ｈ目が離せず家族の負担が大きい。

・カニューレ内の痰のつまり、呼吸状態。緊張による呼吸抑制、リラックスできる環境、姿勢。肺音、移
動等。

・発作での転倒事故防止のため終始見守りが必要。トイレも個室にまで入り見守る。

・アトピー性の皮膚炎があり、体中特に目をかいて角膜に傷をつけるので予防のため抑制と見守りが必要。
特に夜中時々目を覚ました時にかくので介護者は良眠出来ない

・気管切開をしていてよく動くので一時でも目が離せない。吸引も多く、オムツも１日１０回以上交換する。

・毎日気が抜ける時がありません。週一回訪問看護師が来てくれますが一時間と少しの看護で私自身はゆっ
くり出来ません。それ以上の日数なり時間を要求すれば経済的に大変になります。訪問看護は保険の分
野ではなく支援費制度であれば利用量を増やして親も楽になると思うのですが。

・医療的なケアが必要なので訪問看護や訪問診療が中心となっている。

・両親が高齢なので入院した時に付き添いが出来ないので考慮をお願いしたい。

・寝たきりで側弯が強く年齢的にも嚥下機能等が少しずつ低下してきているので、今まで以上に注意が必
要になってきた。

・寝不足が続いたり疲れがたまる。風邪を引いたり体調が悪かったらシャントトラブルやけいれん発作を
起こす可能性が高くなると云われています。常に子供のことに気をつけておかなければならない。

・シャント手術をしているため頭などを打たないように気をつけなければならない。

―３―
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・薬の具合で昼夜逆転がしょっちゅうある。

・てんかん発作（転倒てんかん）の時、頭や顔を打たないようにすること。

・おう吐

回答では医療的ケアを必要とする方が多く、てんかん発作を有する方、頻回の吸引を必要とする方、気管

切開をしている方、鼻注、胃、腸ろうなど経管栄養の方、在宅酸素療法や人工呼吸療法など、呼吸管理を必
要とする方の様に極めて重い障害を持っている方が在宅生活をされています。

「常時目が離せない。又、こまやかなケアが必要である」ことから、介護者の心身の負担が大きいことが
うかがわれます。

―４―

＜ホームヘルプ(身体)＞

１８歳以下 回答７２人

支
給
量

０時間 ４７人

支給されている ２５人
平均支給量 ２８Ｈ

利
用
量

０時間 ４９人

利用している ２３人
平均利用量 ２０Ｈ

１８歳以上 回答６６人(無回答１人)

支
給
量

０時間 ４１人

支給されている ２５人
平均支給量 ４２Ｈ

利
用
量

０時間 ４５人

利用している ２１人
平均利用量 ４２Ｈ

１８歳以上６６名の支給量、利用量共に、６０％以上の方が０時間となっています。
又、利用されている方の支給量、利用量をみると４２Ｈとなっていますがまだまだ時間の不足を訴える声が

多く、ニーズが高いと思われます。

利
用
者
の
声
（
身
体
）

・ヘルパー２名ずつが毎日（一日２回）入れ替わり、
介助の差が大きい。申し込んだ時間が全部取れない

・時間数が足りないのでもう少し増やしてほしい

・頭が重いので一人のヘルパーでは浴槽は難しくシャ
ワー浴でお願いしている

・ヘルパーの質の問題

・日常的な見守りの部分がない

・入浴には２人ヘルパーですので足りない

・ヘルパーさんは吸引が出来ないので不満です。

・時間数が足りないので親の身体的負担が大きい。

・入浴に時間と手が足りない

・事業所を見つけることが難しい。

・医療的ケアをしてもらえない

ホームヘルプ 記述回答

・児童を扱ってくれるところが極めて少ない。利用したくても難しい。

・ヘルパーさんは医療的ケアが出来ないのでいつも介護人（母）が一緒

・障害児を受け入れる事業所が少ない、支給量を全部使えることが少ない。

・半年前に入浴もしてもらっていたが老人介護の経験しかなく、業者側は障害児のケアに不慣れで結局断った。

・満足のいく介助者がまだまだ少ない

・医療的ケアが必要なので吸引もできないヘルパーは必要ありません。支援費など私たちにはあまり良い
とは思えません。ホームヘルプを利用してくださいと言うならば看護師資格のある人をお願いしたいと
思います。

・人材確保と育成

・入浴のみ。ケアが不充分（身体のチェックなど）

・主婦のバイト的なヘルパー、プロ意識のみじんもないヘルパーに悩まされます。障害者の立場に立った
介護を望みます。

・医療的ケアが必要なためヘルパーさんでは対応がむずかしく結局親がしている

・重心の子どもをケアしてくださる事業所が少ないので困ります

・支援してくれる事業者がなかなか無い

・入浴介助はできるだけ同じヘルパーさんに来てほしい。慣れるまで手順が悪く何度も説明して手伝わな
ければいけない

・家事はしてくれるが手抜きが多い。子供のことをもっと見てほしいが、吸引が出来ないので私自身がつ
きっきりなのが不満です。

・入浴に利用しているが18/月 時間ではとても足りない。行政と相談すると１回につき１人対応で1時間
と云われたがとても１人対応など40ｋｇの全介助の必要な娘の介助はできない。
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・ヘルパーさんは医療的ケアが出来ないのでいつも介護人（母）が一緒、子供とヘルパーさんと２人で外
出できれば助かる。

・四肢の力がなくてブラブラしているので外出時のケガなどしたことが少しあります。

・てんかん時の対応について不安である（嘔吐、チアノーゼなどが出た場合）

・男性のガイドさんがいなくて困る。学齢期なので代休のときなどに使いたいと思っても同性のガイドさ
んがいないのが現状。

・親が付き添えないのでもしものことが（てんかん発作など）があった時が心配

・発作の理解が充分に慣れている人が少なく危険

・スクールバスの下校のときのバス停からショートステイ先までの移動にガイドヘルプが認められていな
いため、自分の親の介護で病院（往復で3～4時間）へ行ってもすぐ帰ってこないといけないので困って
いました。

・負担額が多い、通学に利用できるようにしてほしい。毎日というのではなく親の体調が悪い日などだけ
でもよいのですが

・免疫力が低下しており、外出するとすぐ体調が崩れてしまうため利用困難

・重心の子どもをケアしてくださる事業所が少ないので困ります

・プールやトランポリン、介助歩行など運動を目的に利用しているが、ヘルパーさんの体力や技術がつい
ていかない

・利用したいのですが子供の様子を理解していただけるか心配で、何処の事業所でもいいというわけにい
かず困っている。

・移動のとき交通機関を使わなければだめなので、重複なので大変です。

・バギーで移動する以外でゆっくりくつろげる部屋を無料で借りれる場がないのでもっと利用したいが利
用しきれない。

―５―

・週１回看護師に訪問で入浴等してもらっている（医療で）、その他は家族でしているが親も年齢ととも
にしんどくなっているのでヘルプして欲しいが緊張が強いのでなかなか慣れるのに時間がかかり後で体
調を整えるのに余計しんどくなる。

・医療ケアがしてもらえないので充分に利用できない。親・医者等の指導と許可があれば出来るようにし
てほしい。

・本当に手の足りない時間帯の利用が出来ない。時間外になる。

＜ガイドヘルプ＞

ガイドヘルプ 記述回答

・まだ児童という事で利用時間が取れない

・時間数が足りないのでもう少し増やしてほしい

・使いたい時にヘルパーが見つからない

・時間が少ない、足らない

・夏休み等長い休みには足りない

・てんかん発作があるのでその時の対応に不安がある

・利用時間が公的に認められている時間数を越えている

・年齢が若いのでもっと外出をして経験を増やしたい

・デイサービスが遠方なので時間がまったく足りない

・訓練通院の多い月は不足の場合がある

・時間数が足りないので親の身体的負担が大きい。

・事業所を見つけることが難しい。

・毎日使うと足りなくなる

・２人対応なので倍ほしい

・外出場所の設定が難しい

・専門知識のガイドが少ない

・かなり重度なのでプール利用が難しい

・慣れたヘルパーが少なすぎるので困る

１８歳以下 回答７２人

支
給
量

０時間 ４０人

支給されている ３２人
平均支給量 17.6Ｈ

利
用
量

０時間 ４５人

利用している ２７人
平均利用量 １４Ｈ

１８歳以上 回答６１人（無回答６人）

支
給
量

０時間 ２５人

支給されている ３６人
平均支給量 42.5Ｈ

利
用
量

０時間 ３０人

利用している ３１人
平均利用量 ４３Ｈ

１８歳以下の方の場合、支給時間が足
りないという声が多かった（平均支給量

１７．６Ｈ）。利用されている方は支給量
を１００％利用してもなお、時間が足りな

いという状況です。しかし、回答者の半数
以上の方が、全く利用されていません。
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＜ショートステイ＞

１８歳以下 回答６８人 （無回答４人）

支
給
量

０時間 ３２人

支給されている ３６人
平均支給量 ６日/月

利
用
量

０時間 ４８人

利用している ２０人
平均利用量 1.5日/月

１８歳以上 回答６１人（無回答６人）

支
給
量

０時間 ３３人

支給されている ２８人
平均支給量 6.8日/月

利
用
量

０時間 ４５人

利用している １６人
平均利用量 3.6日/月

ショートステイの調査で顕著なのは支
給量と利用量の差の大きさです。１８歳
以上の場合、７４％の方が利用されてい

ません。ニーズが高いにもかかわらず利
用量が少ないのは、予定をして申し込ん

でも満員で予約がとれないという施設の
少なさ、重心の障害児者を受け入れる施

設が殆ど無い等の問題があります。

・利用できるところがなく、月３回の支給があっても全く意味がない。

・１ヶ月前から予約をして利用、急には無理なようです。緊急時にはショートステイ出来ないので不安です。

・集中する施設は「体制」が整わないと断られることが多い。緊急時利用は無理なようでとても不安

・緊急時の対応が無理、もっとショートステイを増やしてほしい。

・予約が取れない、又いつもと違うところを紹介されたが鼻腔注入児は預かることが出来ないといわれた

・介護者の体調が悪い時に利用したいのに、前もっての予約なのでその時に取れない。

・２～３名の枠しかないのでどうしても利用したい時に利用できなかったり、もしも親の体調が急に悪く
なったりした時にはどうしたらよいか不安です

・障害児を受け入れる事業所が少ない、支給量を全部使えることが少ない。

・なかなか日が取れず、日曜祝日などは何ヶ月に一度取れるかなので困る。緊急などは絶対利用できない。
１ヶ月前の予約はつらい。

・緊急時にあずかってくれるところがない。重心施設では多動なので断られ、知的施設では車いすなので
断られ、行けるところが少ない。

・受入先がなく申し込んでも断られる。本当に必要な時に利用できない。

・医療的ケアがいるため母・私が病気などで入院した時どのようにしてショート先まで連れていけばよい
のか（吸引が必要だから）

・一番必要としている。何処も急を要するときに確約がないのが不安です。

・近くにないので利用しにくい。重症心身障害児が利用できる所が少なすぎる。

・「一人ももれなく」は施設利用を優先するが、居宅の重度者に緊急時（夜間）のヘルパー派遣を確立し
てほしい。

・利用できる施設がない。医療ケアを伴う充実した施設がほしい。

・安全・安心面が不充分で心配で利用できない

・緊急時ショートステイをお願いしたい

・医療的ケアがあるので近場に利用できる施設がない。もっと利用者側が容易に利用できると良い

・受け入れていただける施設が少ないのが現状で、病院にお願いして入院させてもらっている。

・重心の子を安心して預けられる所が近くにありません。又、あっても緊急時には利用できません。

・重症心身障害児施設でも安心してまかせる状況ではない

ショートステイ 記述回答

・利用できる施設が全くない

・医療的ケアの部分が多く体調を大きく崩すことになるの
で利用できない

・施設は満足しているが思った日に取れない

・予約がいっぱいで希望する必要な日時に利用できない

・受入施設が少なすぎる、無い。もっと増やしてほしい

・親族の不幸があっても受けてもらえない時がある

・受入施設が２カ所しかない

・介護が充分でないため

・２ヶ月前からの予約で土日はすぐ一杯になる

・施設職員が馴れてくれればもう少し利用したい

・利用可能な施設も少ないし不安で全く利用できていない

・重度のため職員２人つくことになるので思うように利用
できない

・近くに利用できる施設がないため利用できません

・緊急時に利用できない。予約がいっぱい。

・本当に利用したい日（希望日）に入れない

・利用したい時に予約なのですぐに利用できない

・いざという時に利用できないので困ってしまう。

・医療的ケアがあるとすぐに断られる

・近くにないので緊急時対応ができない

―６―



グループホームを利用したいと思いますか 
 

思う 思わない 条件が整えば思う 

11 9 35 
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・医療ケアが必要な子の施設が少ない。土・日に看護師が常駐していないとチューブの入れ換えなどでき
ないので安心して預けることが出来ない。

・夜間のみまもりが十分に出来る施設がなく利用できていない

・重症心身障害者を気持ちよく受け入れてくれる施設が殆どなく、いろいろ理由をつけて断られ受け入れ
てもらえない。

・申し込んでもいっぱいで利用できない。もっと枠を広げてほしい。

・病院内でのショートステイがほしい。

・子どもの障害の状況で利用できるショートステイの施設がない。

グループホーム 記述回答

・入居していますが知的ホームで医療的ケア（緊急対応）の今後について不安です。

・医療ケアの面で安心できる場所であれば利用したいと思います。

・今のグループホームの制度では充分な医療的ケアが行えることになっていないので重度の者には利用で
きない。

・医療的ケアができたら

・環境条件も必要となるので、紫外線に特別弱く遮光が必要。

・職員体制・医療的ケアができれば利用したいです。

・自宅に近くて少人数でスタッフと子どもの間でコミュニケーションがとれるような医療的ケアも出来る・・・
そんなグループホームが理想です

・医療的ケアが多い人は難しいと思う

・医者・看護師さんが２４時間いてマンツーマンでみてくれるなら

・今の身体状況では利用不可能

・常に本人を良くわかっている人が介護をしていただけるのであれば、そして医療的ケアも整っていると
ころであれば利用したいと思います。

・近辺で医療的ケアができるところであれば考えたい。

・重度・重複障害者で全介護だから市内で是非利用したい。

・いずれ親の私が老いた時の事を考えれば利用も必要となると思いますが、重度すぎてあきらめています。

１８歳以上 回答６１人（無回答６人）

支
給
量

０時間 ４１人

支給されている ２０人
平均支給量 6.9回/月

利
用
量

０時間 ４４人

利用している １７人
平均利用量 6.7回/月

＜デイサービス＞

デイサービスの支給量は比較的満足度が高く、利用状況も

支給量を使いこなしている。しかし、その内容については不
十分な様子が窺える。

デイサービス 記述回答

・食事介助・排泄等があり受け入れが無理らしい

・もう少しおそくまで見てもらいたい

・希望している時に受け入れてもらえない。

＜その他支援に関するご意見・ご要望＞

・支給するのなら受け入れられる体制をきちんと作って欲しい。重度身障児はダメということでは何のた
めに制度を作ったのか？

・必要の有無をもっと明確にして欲しい。2000年以降重症心身障害者が端っこに追いやられた形での制度
になってきている。

・寝たきりで医療ケアの必要な子供はＴ訓練所しか預かってくれなくて予約が取れずに困っています。又
緊急時にはどうすればよいのか心配です。

―７―
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・わが子のような重複障害者の利用できる施設があまりにも少ない。知的障害者用では車いすが問題とな
り、重症心身障害者用では多動であることが問題となる。息子のような子でも利用できる施設が増えて
ほしい。

・将来は医療・保健の充実した入所施設に入所を希望する。介護保険と統合になった場合負担する支援費
は今以上にならないか、利用額が上がると利用できない人も出てくると思う。

・重度障害者を理解しているヘルパーを育ててほしい

・医療的ケアが出来る施設がどんどんできてほしい。意思表示が出来ないので親が面倒見れる間はヘルプ
してもらいながら自宅でみたい。

・地元に建設予定の施設で医療ケアが必要な子を中心にみてもらいたい。実際、医療ケアが必要な子は病
院でしか見てもらえないから。

・通所更生施設を利用しているが年々重度化してより整った設備のある重心施設をと思っている。

・今現在の支援費制度では私が必要としているものがありません。障害が重度化になればなるほど支援と
はほど遠く親の負担が重くなります。

・理念とか哲学というものが統合にはない。まずお金（20才以上から保険負担してもらいたい）それなら
はじめからそういうべき。あとずけでゴチャゴチャ言うからややこしい事になる。はじめから「お金な
いから」といえ。その方が誰も納得する。そうすれば無駄な事をまず削るという方向へいく。

・知的・身体最重度のため老親ながら頑張っているが１日も早く良いショートステイ先を作って頂きたい。

・障害者本人の支援とともに家族の精神的な面に支援がほしいと思うことがあります。

・日常生活支援が知的障害にないのが不満、見守りは24時間必要なのに時間数が少ない

・何をどれ位支給してもらったら適度か、また支給してもらっても上手に利用できていないので支援費制
度について勉強したり相談できる場がほしい。

・デイサービス、ショートステイとも重心の子どもが利用できる所が少なすぎる。気軽に安心して一泊で
も利用できるところは見当たりません。

・両親と住んでいますが共に高齢で父親は腎不全のため週３回透析、本人の介護は困難です。この先とて
も不安です。

・時間をいただいてもショート等は全く使えないという現状を理解していただき、介護者の病気やケガ等
で介護できなくなるせっぱつまったニーズに答えられる様願いします。

・家族が依然として中心の介護であり、限界を感じる。他人に任せる程に事業者の選択が殆ど出来ない

・まだ年齢も小さく先の事を考えることは出来ませんが、将来、地域で安心して生活できればと思ってい
ます。先々とても不安です。

・利用しやすい人は上手に利用できているか。いろいろ制限がある重心の利用者には難しい点がある。い
つも緊張の連続で過ごしている重心の家庭が少しでも安心して生活できる支援を期待しています。制度
が変わっていくのは仕方がないかもれれませんが、変わってはいけない制度、守らなければならない制
度があると思います。

・看護師の資格のある人等が家以外でも移動介護とかで来て貰えるようになればいいと思う。介護タクシー
ならば福祉車両の車を増やして利用しやすくなれば有難い。

・情報が少なく分かりにくいので使えるものがあっても使えていない現状ではないかと思います。いくつ
も使うと負担も大きいのでこれ以上は本人負担なしなどの制度の見直しなども考えて頂きたい。

・子どもでもガイドヘルプではなく、自宅で見てもらえたらもっと助かるのですが。

―８―

＜調査結果から＞

調査では、厳しい生活実態の重心の方が十分に支援費を利用されていないという結果になっています。

しかし、利用していないのは、決して必要がないということではありません。利用者の声の記述をみると、

支援費を支給されても重心にふさわしい介護の提供がなされないため、安心して利用出来ないということか

ら、利用したくても利用出来ないということなのです。

共に地域で暮らし続けたいという切なる親の思いから、支援は不備であっても親は頑張っていますが、障

害の重度化、親の高齢化に伴って家庭で介護しつづける不安をいつも抱いています。

医療的ケアを伴う障害児者にも対応出来る日中活動の場、重心にふさわしい介護を提供出来るヘルパーの

育成、緊急にもレスパイトにも対応出来るショートステイ、在宅が不可能になっても身近な地域で暮らして

ゆける生活施設、支援に関する十分な情報提供と相談機能、これらが有機的に連携した支援が望まれていま

す。

グランドデザインには、これらを満たした自立支援策はどの様に盛られているのでしょうか。費用負担の

大きさという不安を抱きながらも、支援費を使うに使えなかった重心の方に光が射すように声を上げていか

ねばなりません。
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式
典
・
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
阪
府
支
え
る
会
」
鈴
木
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓
の
方
々

太
田
房

江
氏
・
大
阪
府
知
事
、
関
淳
一
氏
・
大
阪
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
、

「
大
阪
市
支
え
る
会
」
寺
岡
冨
子
会
長
挨
拶
、
ビ
デ
オ
上
映
、
浜
村
淳
氏
・
記

念
講
演
と
い
う
次
第
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
会
長
は
「
も
っ
と
も
弱
い
者
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
福
祉
の
原
点
で
あ

る
と
い
う
想
い
で
活
動
を
続
け
、
今
後
も
皆
さ
ん
の
手
を
借
り
、
支
え
ら
れ
な

が
ら
福
祉
施
策
の
充
実
に
向
け
運
動
を
続
け
る
」
。

寺
岡
会
長
は
「
大
変
な
状
況
下
に
あ
る
親
た
ち
が
立
ち
上
げ
て
十
年
が
過
ぎ
、

感
無
量
で
す
。
平
成
八
年
に
は
、
阿
倍
野
区
に
府
・
市
初
の
重
心
通
所
施
設
が

開
設
さ
れ
、
平
成
十
九
年
度
に
は
、
東
住
吉
区
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
機
能
を
持

つ
入
所
施
設
が
建
設
さ
れ
る
運
び
と
な
り
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
」
等
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
で
は
「
毎
日
放
送
ラ
ジ
オ
番
組

あ
り
が
と
う
浜
村
淳
で
す
」
で
お
な

じ
み
の
浜
村
淳
氏
が
「
人
・
街
・
夢
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

中
で
も
「
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
映
画

街
の
灯
」
を
通
じ
、
求
め
る
愛
だ
け
が
愛

で
な
い
、
無
償
の
愛
の
す
ば
ら
し
さ
を
語
ら
れ
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
、
胸
一
杯

に
し
み
る
感
動
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

最
後
に
浜
村
氏
に
感
謝
の
花
束
が
送
ら
れ
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手
の
中
で

幕
が
お
り
ま
し
た
。

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
毎
日
の
活
動
に
ご
尽
力
を
賜
り
お
忙
し
い
中
で
時

間
を
作
り
会
場
に
お
い
で
下
さ
っ
た
皆
様
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

← 浜村淳氏に花束贈呈

← 会場風景

鈴木祥子会長 挨拶

※

関
連
記
事

十
三
面

→

舞
台
裏

浜
村
淳
氏
と

平成１７年２月  日

大 阪 府 知 事 

  太 田 房 江     殿 

 
             全国重症心身障害児（者）を守る会大阪支部

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会  長     鈴  木  祥  子

 

要    望    書 

 

  平素より、本会並びに重症心身障害児者の福祉に多大な御支援を賜り誠に有難うございます。 

  さて、平成１５年４月より導入されました支援費制度により今までの生活からできなかったことができ

るようになり、喜んでおられる方もおられるとは思いますが、重症心身障害児者にとっては、支給量が必

要な支援を受けるためには乏しい、或いは、介護の実態にあった内容の支援が受けられないなどの問題も

多くあります。また、現在示されております福祉改革のグランドデザインにおいて、利用者負担が応益負

担ということで今まで以上に厳しい負担を求めるものとなっており、とうてい容認できるものではありま

せん。重い障害があることでその負担がより大きくなる仕組みは、今まで叫ばれていたノーマライゼーシ

ョンとは余りにもかけ離れているように思えてなりません。財政削減は大きな課題であるとは承知してお

りますが、今後の福祉の土台が経費節減という考え方によって作られていくことに大きな不安を感じてい

ます。「障害のある人が普通に暮らせる地域づくり」のための施策として行なうためには、先ずその不安を

取り除いて望むことが必要であると考えます。 

 つきましては、下記の事項について要望しますので、何卒宜しくお願い申し上げます。家庭の中で一日

も休まることなく介護にあたっている家族の思いとひたむきに生きている重症心身障害児者のおかれてい

る状況に御理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

・改革のグランドデザインにおける「応益負担」に反対します。とりわけ重度の障害児者にとって居

宅介護において、支給量の実質的な上限等につながる一律的な自己負担に反対します。 

・ 支援費制度による居宅介護のカテゴリーに重症心身障害児者を加えて下さい。或いは重症心身障

害児者に応じた居宅介護の時間数を支給して下さい。 

・ 重心施設における医療的な取り組みを充実して下さい。 

・ 重症心身障害児者への対応ができるヘルパーの養成を積極的に行ってください。 

・ 行動面での問題を抱える方のショートステイやヘルパー派遣に際して、専門スタッフの養成を積

極的に行ってください。 

・ 施設等の入所者が帰省等で帰宅した際のサポートをして下さい。 

・ 医療的なケアが必要な方が緊急時に利用できるよう医療機関と連携したショートステイを実施し

てください。 
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平成１７年２月  日

大 阪 市 長 

  關  淳 一     殿 

 
             大阪市重症心身障害児・者を支える会

会  長     寺 岡 冨 子

 

要    望    書 

 

  平素より、本会並びに重症心身障害児者の福祉に多大な御支援を賜り誠に有難うございます。 

  さて、平成１５年４月より導入されました支援費制度により今までの生活からできなかったことができ

るようになり、喜んでおられる方もおられるとは思いますが、重症心身障害児者にとっては、支給量が必

要な支援を受けるためには乏しい、或いは、介護の実態にあった内容の支援が受けられないなどの問題も

多くあります。また、現在示されております福祉改革のグランドデザインにおいて、利用者負担が応益負

担ということで今まで以上に厳しい負担を求めるものとなっており、とうてい容認できるものではありま

せん。重い障害があることでその負担がより大きくなる仕組みは、今まで叫ばれていたノーマライゼーシ

ョンとは余りにもかけ離れているように思えてなりません。財政削減は大きな課題であるとは承知してお

りますが、今後の福祉の土台が経費節減という考え方によって作られていくことに大きな不安を感じてい

ます。「障害のある人が普通に暮らせる地域づくり」のための施策として行なうためには、先ずその不安を

取り除いて望むことが必要であると考えます。 

 つきましては、下記の事項について要望しますので、何卒宜しくお願い申し上げます。家庭の中で一日

も休まることなく介護にあたっている家族の思いとひたむきに生きている重症心身障害児者のおかれてい

る状況に御理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

・改革のグランドデザインにおける「応益負担」に反対します。とりわけ重度の障害児者にとって居

宅介護において、支給量の実質的な上限等につながる一律的な自己負担に反対します。 

・ 支援費制度による居宅介護のカテゴリーに重症心身障害児者を加えて下さい。或いは重症心身障

害児者に応じた居宅介護の時間数を支給して下さい。 

・ 重症心身障害児者対応施設における医療的な取り組みを充実して下さい。 

・ 重症心身障害児者への対応ができるヘルパーの養成を積極的に行ってください。 

・ 行動面での問題を抱える方のショートステイやヘルパー派遣に際して、専門スタッフの養成を積

極的に行ってください。 

・ 施設等の入所者が帰省等で帰宅した際のサポートをして下さい。 

・ 医療的なケアが必要な方が緊急時に利用できるよう医療機関と連携したショートステイを実施し

てください。 
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全国重症心身障害児(者)を守る会 近畿ブロック研修会 開催

テーマ「重症児(者)のより良い療育のために」

研修会に参加して

四天王寺和らぎ苑家族の会 津垣 良隆

「平成１６年度近畿ブロック研修会」が、平成１７年１月１５日（土）に奈良県文化会館で開催され

ました。「四天王寺和らぎ苑家族の会」は、発足して３年目の正月を迎えましたが、今回１月度の役員

会を中止して、この研修会に参加しました。

中央情勢報告では、本部運動推進部副部長 田村 輝雄氏が「全国重症心身障害児(者)を守る会」

４０年の活動の歴史と最新情報を報告されました。その中で、

１，現在、日本の知的障害者は４５万人、身体障害者は２００万人、精神障害者が３００万人で、重症

心身障害児（者）は３７，５００人です。日本の人口から比べると非常に少ない人数ですが、社会

の真中に重症心身障害児（者）を置いて展開していきます。社会の外では駄目です。運動は、社会

に向かってするのです。

２，「守る会」に入会して「何のメリットがありますか？」と言われるが、「守る会」に入会している

ことが、重症心身障害児（者）を守り、結束している証しになり、社会の皆さんが応援してくれる

ことになります。

というお話が印象に残りました。

午後からは、独立行政法人国立病院機構 松籟荘病院 療育指導室長 小笹 良栄氏が「国立病院機

構における重症児（者）福祉について」、そして、社会福祉法人 聖ヨゼフ会 重症心身障害児施設

麦の穂学園副園長 家森 百合子氏が「重症心身障害児施設の望ましい有り方について」というテーマ

で講演されました。

小児神経科医の家森先生が報告された次の内容が、特に印象に残りました。

１．重症心身障害児について

昼は覚醒させて、夜はグッスリ眠らす。笑顔を出せるようにする。

心は、障害を持っていない。

２．重症心身障害児の療育上の配慮

その人の能力を見極める。良さ、個性を見ていく。何が好きか。

２歳前後が、一番したいことがある。

３．重症心身障害児施設の望ましい在り方

医者が、重症児者に対応出来れば、すべての患者を診察治療出来る。

施設職員を、いかに定着さすか、若い人の定着率が悪い。

年輩の人は、しんどいから辞める。園生のごちゃ混ぜは駄目である。

療育方針を立てること。

など、家森先生の貴重な実体験談をお聞かせいただきました。

「支える会」入会のご案内 大阪府重症心身障害児・者を支える会(全国重症心身障

害児(者)を守る会の大阪支部)への入会についてご案内

いたします。

【個人会員】 ◎年会費 8,400円

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

◎年会費 3,600円

本会「支える」発行購読料含む

【法人・団体会員】◎年会費 10,000（１口）

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

【協力会員】 ◎年会費 3,000円（１口）

（運営資金の協力会員）

本会「支える」発行購読料含む

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします。
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平成１７年１月２５日(火)１０周年記念式典、講演会を開催するに際し、義援金を募りました。

会場では重い障害のある当事者から浜村淳氏に直接義援金を託し、翌日、「毎日放送 ありがとう浜

村淳」にて感謝のメッセージが放送されました。

支える会では、会場等で集まった募金を後日取りまとめ、毎日放送に送金し、数日後、「毎日放送

ありがとう浜村淳」より「災害は、明日は我が身でいつこちらが助けて頂く立場になるかわからない。

今、多少の余裕がある限りは、お志、お気持ちを送ってあげよう。そういうお金です」とメッセージ

が伝えられました。

沢山の心温まるお気持ちを頂きました。心からのお礼を申し上げます。

◎設立１０周年記念

●参加者 約４００人

●義援金 ７４，０００円（毎日放送を通じて送金）

スマトラ島沖地震

津 波 災 害 義 援 金

につ い て

モザイクガーデン記念写真

野村晃子さん

兵
庫
県

神
戸

を
散
策
し
ま
し
た

平
成
十
六
年
十
二
月
九
日
、
快
晴
、
午
後
よ
り
大
阪
を
出
発
し
ま
し
た
。

渋
滞
も
な
く
出
足
良
く
順
調
に
神
戸
・
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
に
到
着
。
す
る
と
、
目
の
前
に
は
神
戸

の
鮮
や
か
な
景
色
が
広
が
り
ま
し
た
。
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
、
海
、
船
、
そ

し
て
カ
モ
メ
が
空
を
舞
い
、
ま
る
で
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
心
地
よ
い
気
持
ち
の
高

ぶ
り
を
感
じ
な
が
ら
モ
ザ
イ
ク
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
お
し
ゃ
れ
な
お
店
で
買
い
物
と
中
華
の
夕
食
を

楽
し
み
ま
し
た
。

陽
は
す
っ
か
り
暮
れ
、
い
よ
い
よ
メ
イ
ン
の
ル
ミ
ナ
リ
エ
へ
向
か
い
ま
し
た
。
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
に
入
り
、
瞬
く
光
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
「
わ
ァ
ー
！
」
と

歓
声
が
お
こ
り
、
い
ざ
、
夢
の
中
へ
、
、
、
。
の
は
ず
で
し
た
が
突
然
、
電
光
が
消
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
実
は
モ
ザ
イ
ク
ガ
ー
デ
ン
で
楽
し
み
す
ぎ
た
の
で
時
間
が
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
に
障
害
者
の
点
灯
日
は
通
常
よ
り
点
灯
時
間
が
ず
っ
と
短
い
の
で
し
た
。
こ
れ

に
は
一
同
苦
笑
い
。
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
な
ど
の
代
用
に
慰
め
ら
れ
な
が
ら
の
旅
と
な
り

ま
し
た
。

ご
迷
惑
を
か
け
た
参
加
者
の
方
々
に
励
ま
し
励
ま
さ
れ
「
来
年
こ
そ
は
」
と
皆
で
誓
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
野
村
晃
子
さ
ん
よ
り
素
敵
な
歌
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
困
難
を

助
け
ら
れ
来
し

ル
ミ
ナ
リ
エ

光
の
世
界(

都)

が

我
を
迎
え
む

☆
大
空
を

白
き
カ
モ
メ
の

数
十
羽

飛
び
舞
い
潮
風

神
戸
の
港

会費納入のお願い 既に納入がお済みの方にはあしからずお許しを賜りますようお願い申し上げます。

＜問い合わせ＞ ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５ ＦＡＸ ０６－６６２４－２５６５

＜郵 便 振 替＞ ００９３０－９－６９５９８ 大阪府重症心身障害児・者を支える会
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発
行
所

大
阪
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

〒
五
六
五
―
〇
八
五
一

吹
田
市
千
里
山
西
六
―
二
七
―
二

定
価

五
〇
円

（
会
員
の
方
は
会
費
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

編

集

後

記

厚
生
労
働
省
が
医
師
や
看
護
師
、
家
族
に
し
か
認
め

ら
れ
て
い
な
い
在
宅
の
難
病
患
者
や
高
齢
者
に
対
す
る

た
ん
の
吸
引
を
、
ヘ
ル
パ
ー
に
も
で
き
る
よ
う
に
す
る

方
針
を
固
め
た
そ
う
で
す
。

「
病
状
や
障
害
が
安
定
し
て
い
て
、
自
力
で
た
ん
を

出
せ
ず
長
期
間
吸
引
が
必
要
な
人
が
対
象
。
病
名
は
問

わ
な
い
。
ヘ
ル
パ
ー
は
医
師
や
看
護
師
か
ら
た
ん
吸
引

の
指
導
を
受
け
、
患
者
の
同
意
が
必
要
。

た
ん
の
吸
引
が
医
療
行
為
に
あ
た
る
と
い
う
位
置
づ

け
は
変
え
ず
、
医
師
や
看
護
師
と
の
連
携
、
ヘ
ル
パ
ー

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
吸
引
に
あ
た
る
人
へ
の
研
修
、

緊
急
時
の
連
絡
体
制
の
確
立
な
ど
を
条
件
に
認
め
る
」

と
の
こ
と
で
す
。
い
ろ
い
ろ
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
に
せ
よ

介
護
者
や
障
害
を
お
持
ち
の
方
の
地
域
生
活
の
手
助
け

に
つ
な
が
る
こ
と
な
の
で
１
日
も
早
く
実
施
さ
れ
る
事

を
願
い
ま
す
。
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大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会

第42回 重症心身障害児(者)を守る

全国大会実施要綱(案)
１，と き

平成１７年６月１８日(土)～６月１９日(日)

２，ところ
サンポートホール高松

〒760-0019 高松市サンポート２－１
ＴＥＬ（０８７）８２５－５０００

３，内 容
分科会、式典など

４，主 催

社会福祉法人全国重症心身障害児(者)を守る会
香川県重症心身障害児(者)を守る会

５，後 援

厚生労働省 文部科学省 他

７，大会次第

【第１日目】６月１８日(土) 高松市文化芸術ホール

受 付 １２：００～１３：００

分科会 １３：００～１７：００
懇親会 １７：３０～１９：００

【第２日目】６月１９日(日) 高松市文化芸術ホール
講演/みんなで語ろう ９：３０～１０：１５

式 典 １０：３０～１２：００

「
松
原
市
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を

支
え
る
会
」
が
永
年
の
地
域
功
績
が
認

め
ら
れ
松
原
市
長

中
野
孝
則
氏
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
福
祉
進
展
の
為
に

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ

い
し
た
。

「支える会」事務局
〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 鈴木 祥子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５６５

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内
ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメールや

掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へ

リンクあり！


